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研究成果の概要（和文）：古代の日本建築の特質について、東アジアの視点から現存建築・文献史料・発掘資料
を用いて解明しようとするものである。地方官衙や寺院建築の技術を通して、高級建築技術については、中国か
ら技術伝播が窺え、組織的な造営体制のもとで、日本国内で中央から地方に技術が広まったことが明らかになっ
た。文献資料の検討、現存建築・絵画・彫刻資料の調査、発掘遺構の集成と分析によって、東アジアにおける古
代建築の技術体系の再構築を図った
。渡航制限がなされる中で、これらの研究を「技術伝播」を核とした東アジアでの国際研究集会を通じて、研究
ネットワークを構築した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to elucidate the characteristics of ancient 
Japanese architecture from an East Asian perspective using existing architecture, documentary 
historical materials, and excavated materials. Through the construction of local government offices 
and temples, it became clear that high-class building technology was transferred from China, and 
that the technology spread from the central part of Japan to the local areas under an organized 
construction system. Reconstruction of the technical system of ancient architecture in East Asia was
 attempted through examination of documentary materials, investigation of existing architectural, 
painting, and sculpture materials, and collection and analysis of excavated remains.
. In the midst of travel restrictions, we built a research network through international research 
meetings in East Asia centered on "technology diffusion".

研究分野：日本建築史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
古代東アジアの建築技術に関して、日中韓の三国において、研究対象となる史料が現存建築・発掘遺構・絵画資
料・文献史料を横断的に扱う有効性が明らかになり、同様の研究手法を適応吸うことが可能であることがわかっ
た。これらにより、国内的な研究の深化と国際的な視座の共有の二層による研究が重要であることが示された。
また本研究によって、日中韓の国際的研究協力関係がより強固になり、研究代表者がキーパーソンとして、今後
も研究活動、国際協力関係を続ける素地を築くことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
海野は古代建築史の研究を継続的におこなってきており、研究の着想はこれらの既往の成果
にもとづいている。本研究は海野の既往の科学研究費研究（2014～2017年度、若手研究 A、古
代東アジアにおける建築技術の重層性と日本建築の特質）の成果を受けて、さらに研究の発展が
見込まれてきた。これらの既往の研究によって、下記の３点がおもな成果として得られており、
これらが本研究の開始当初の研究状況である。 
（１）建築技術 
奈良時代建築の代表である唐招提寺金堂（2000～2009）・薬師寺東塔（2009～）などの解体修
理を通じて、古代建築の技術が解明され、意匠と構造の関係を再検討する素地が整ってきた。お
もに①① 現存建築、絵巻・石窟等の建築表現、②発掘遺構の検討を通して、 
① 現存建築、絵巻・石窟等の建築表現  現存古建築や絵巻などの建築描写で、妻梁・台輪・
詰組、床束、壁面構成の構法の技術に着目すると、日中韓で古代東アジアの技術の共通点と
特異点がみられた。この共通点は技術伝播によるものと推察され、特異点からは別の技術伝
播のルートの存在が想定され、技術伝播を核とした東アジア建築技術の体系的理解の可能性
を考えるに至った。 
② 発掘遺構  近年、発掘調査の増加に伴い、古代建築の情報が増加しており、発掘遺構の体
系的な整理による建築情報の抽出・集積作業が進み（海野 2014～2017、箱崎 2015～）、日
本の発掘遺構をもとにした建築史学的な研究をする準備が整いつつある。特に古代寺院に関
しては、日韓で比較することで、その特質を明らかにした。これを継続し、日本の郡庁を対
象に、その収集に努め、既往研究の成果と合わせ、日本における発掘遺構を用いた建築史学
的研究手法の確立できると推察され、中韓においても同じ手法が活用できるという見通しが
立った。 
 
（２）造営体制 
海野は文献資料から奈良時代の造営組織と維持管理の体制を検討し、造営体制の理想と実態、
維持管理の概念の萌芽と実態を明らかにした。この手法は中韓にも適用できるという考えに至
った。文献史料の精読と分析を通して、律令体制の下で、七世紀から九世紀初頭にかけて、造営
体制が変遷していることが明らかになっておきており、同様の手法が東アジアにおいても展開
可能ではないかと着想した。技術伝播において、社会システムとしての造営体制の影響が解明の
カギになると考えた。 

 
（３）儀礼 
古代建築の仏教修法や宮殿儀礼に関する研究は多くあり、共食儀礼や内裏・政庁域における儀
礼を通して、儀礼が単なる使用法に留まらず、建築・空間の設計に繋がる重要な要素であること
が明らかになっている。これらの研究の有用性から、東アジアで建築的な共通点の多い古代宮殿
に絞ることで、中韓の儀礼と建築の関係を明らかにできると考えた。 
 
以上のような研究成果を踏まえ、同様の研究手法を基盤としつつ、東アジアレベルで、古代建
築について、技術・造営体制などの研究を進めることで、技術伝播や日本建築の特性が明らかに
できると考えた。 
 
２．研究の目的 
古代の日本建築には宮殿・官衙・寺院建築などの高級技術と倉庫や高床式住居などの普及技術
の２系統の存在したことが、海野 2006～2016ほかの研究によって、現存建築・文献史料・発掘
資料から判明している。そして近年、高級技術については、中国から技術伝播が窺え、組織的な
造営体制のもとで、日本国内で中央から地方に技術が広まったことが明らかになった。 
これらを踏まえ、本研究では、古代建築史を建築技術（現存建築等と発掘遺構の分析）、造営
体制、儀礼の３つの視点をもって、文献資料の検討、現存建築・絵画・彫刻資料の調査、発掘遺
構の集成と分析により、東アジアにおける古代建築の技術体系の再構築を図る。これらの研究を
「技術伝播」を核とした相互の融合を図る。これを通して、東アジアにおける日本建築の特質を
明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
３つの研究目的に応じて、研究の方法を 
まず、建築技術の検討では、現存建築・絵画・彫刻等による建築技術の解明・発掘遺構の集成
と分析を中心に据えた。既往研究で有効性が確認された、高級建築と普及技術、日本と東アジア
という２軸をもって、東アジア建築史を捉える。さらに本研究では、既往研究を継続して、古代
建築を中心に、中世初期への時代的な展開を見越して、調査対象に加えた。また墳墓壁画や絵巻
物、石窟寺院なども組物や細部については、その描写自体がデフォルメされ、実際の建築とはこ
となる情報である可能性も含め、個々の史料批判を加え、技術的検討をおこなった。 



また普及建築技術の比較を行い、東アジアにおける日本建築の特質に着目し、具体的には、在
地技術の比較として、倉庫建築を検討の対象とした。これらの具体的な技術の検討に当たっては、
現地調査をおこない、日本と東アジアの建築を比較することで、伝播する技術、伝播の方法、経
路などについて、考察した。 
また日本国内の発掘遺構の検討を通して、中央と地方の技術技術の伝播を検討した。この手法
は既往の科学研究費研究（海野科研若手 A、2013～2016）において、国分寺・国庁を対象とし、
手法を確立しており、この範囲を拡大することで、推定郡庁について、正殿・脇殿・遮蔽施設・
門といった郡庁を構成する建物の建物規模・基礎構造・基壇の仕様・葺材・基壇の出・造営工程
の６点などの情報に着目して整理した。これに基づき、郡庁同士、郡庁と国庁の比較を通して、
技術的な共通点と差異を比較し、在地特有の普及技術とその特殊性を明らかとすることをめざ
した。これらの技術的な共通点や各国の独自の特徴を国際シンポジウムを通じて、検討した。 
そして文献史料による東アジアにおける造営体制の解明いついては、日本の文献資料を丹念
に解読することで、造営体制や維持管理といった側面の情報を抽出できることが明らかになっ
ている。この手法を中韓に展開して適用し、文献資料をもとに、造営体制に関する歴史的研究を
東アジアレベルで検討した 
韓国については、先行研究として、まとまった先行研究を含め。韓国の研究者へ今日屋を依頼
し、国際シンポジウムによって、その共通点・相違点を明らかにした。 
中国についても、建築技術書である営造法式（12 世紀）は組織的な建設工程との関係が深い
と推察されたため、この周辺の時代における造営体制を検討し、造営体制を同じく国際シンポジ
ウムによって検討した。 
さらに文献・絵画資料に基づく東アジアにおける宮殿儀礼の検討については、日本の宮殿儀礼
について、内裏式などに記された儀礼の内容の解読や絵巻等に描かれた様相をもとに、建物の平
面と合わせて考察することで、建築史学的な検討をおこなった。 
 
４．研究成果 
本研究では、多くの研究成果が得られており、その全貌は多岐にわたるが、その根幹となる国
際シンポジウムを中心的に取り上げ、研究成果を示したい。 
 
●第１回 国際学術会議 古代東アジアの造営体制に関する学術会議 
「古代東アジアにおける建築技術体系・技術伝播の解明と日本建築の特質」 
日時：2019 年 1 月 12 日 13：00～18：00 
この国際学術会議は次の開催趣旨のもと、
日中韓の三国の研究者による発表と、その後
の総合討議による構成で、韓国ソウルにおい
て開催した。 
古代日本の造営体制や維持管理に関して
は、文献資料から情報を抽出できることが明
らかになっている。いっぽうで中国や韓半島
の造営体制に関する情報は日本国内において
十分に明らかではない。 
そこで中国・韓国の造営体制について、先
行研究の紹介から現在の研究状況を講演いた
だき、東アジアでの研究比較の第一歩とする
ことを目的とした。特に中国については、建
築技術書である営造法式（12 世紀）は組織的
な建設工程との関係が深いと推察され、この
周辺の時代における造営体制も視野に総合討議を通して、東アジアにおける造営体制に関する
研究の現状を共有し、相互理解を深めることを目的とした。 
日中韓の三国の研究者による発表と、その後の総合討議を通して、古代東アジアにおける造営
体制の共通点と違いを明らかとした。 
 
●第 2回 国際学術会議 古代東アジアの重層建築に関する学術会議 
「古代東アジアにおける建築技術体系・技術伝播の解明と日本建築の特質」 
日時:2019 年 10 月 20 日(日)13:00～18:00  
この国際学術会議は日中の二国の研究者による発表と、その後の総合討議による構成で、中国
天津において開催した。 
開催趣旨は次のとおりである。塔婆をはじめ、古代東アジアにおいて重層建築に対する志向は
共通するものがあった。現存する石塔・木塔はもちろん、浄土変相図をはじめとする絵画にも楼
閣や塔が描かれることは少 なくない。この重層建築の建築技術は、東アジアにおける技術伝播
や受容の有無を検討する有効な対象である。  

 

２０１９年１月のシンポジウムの様子 



韓国には古代の重層建築が現存しないが、
日本には奈良時代以前の重層建築が塔を中心
に現存し、中国には開元寺鐘楼や独楽寺観音
閣などが現存する。両者の建築には共通点も
あるいっぽうで独自の技術も多い。本国際学
術会議では、重層建築を構築する技術に関し
て、日中相互の建築を対象に、両者の共通点
や設計方法、技術について比較検討し、古代
東アジアの建築技術の一端に迫ることを目的
とした。 
日中の二国の研究者による発表と、その後
の総合討議を通して、古代東アジアにおける
建築技術の共通点と違いを明らかとした。特
に現存建築が多く残る日本についての腰組と
柱盤による技術的な細部の違いの詳細な検討が、中国において新たな研究の視点になることが
確認された。 
 
●古代東アジアの建築技術・情報に関する国際学術会議 
日時：2023 年 3 月 5 日（日）13：00～18：00 
この国際学術会議は日中韓の三国の研究者
による発表と、その後の総合討議による構成
で、韓国光明市において開催した。 
開催趣旨は次のとおりである。現存最古の
木造建築である法隆寺をはじめとする日本の
古建築や発掘遺構・出土遺物等から古代東ア
ジアの建築技術の交流が活発であったことが
知られている。いっぽうで継承されなかった
とみられてきた技術もあり、日本の代表的な
事例のひとつが両層闌額という頭貫の下に水
平材であったが、近年、薬師寺東塔 
の解体修理によって、その存在が確認された。
これをもとに 12 世以前の貫に関する再検討
が進み、新たな視座が提示されている。 
東アジアの建築技術の観点から捉えると、貫
は中世以降の禅宗様や大仏様の展開との関連で着目されることが多いが、古代においても建築
技術の伝播をうかがう重要な指標である。そこで日中韓の貫状の材を中心に、12 世紀以前の建
築技術の交流と伝播について、東アジアの視点から検討した。 
日中韓の三国の研究者による発表と、その後の総合討議を通して、古代東アジアにおける建築
技術の共通点と違いを明らかとした。また同様の視座からの各国での再検討の有効性が確認さ
れた。 
 
●第二回 国際研究集会 御所(宮殿)・邸宅造営関係資料の地脈と新天地 
「東アジアにおける建築生産史と工匠史料」 
日時：2021 年 12 月 18 日（土）10 時～16 時 48 分 
本科研以外に、京都府立京都学・歴彩館、東京大学史料編纂所「天皇家・公家の「知」の体系と
しての文庫・宝蔵研究拠点創設］プロジェクト、科学研究費・基盤研究（Ｓ）「天皇家・公家文
庫収蔵史料の高度利用化と日本目録学の進展―知の体系の構造伝来の解明」、公益財団法人陽明
文庫、科学研究費・基盤研究（Ａ）「摂関家伝来史料群の研究資源化と伝統的公家文化の総合的
研究」による開催 
 
この国際学術会議は午前の 「発掘調査の成果・文献史料の見直し・復古建築との比較による、
平安期の宮殿（内裏・里内裏）・寺院造営の最新研究」と午後の「宮内庁書陵部図書寮文庫所蔵
「中井家文書」の新知見と東アジア建築生産史と工匠史料の展望」の２部からなる。本研究にか
かわる部分は、午後の部の後半の「東アジアにおける建築生産史と工匠史料」で、日中韓の三国
の研究者による発表と、その後の総合討議による構成で、京都学・歴彩館において開催した。 
開催趣旨は次のとおりである。古代の技術伝播などの状況が特殊な状況であるかについて、検
討するため、近世の東アジアの工匠史料に関する国際研究集会を開催した。その目的は以下のと
おりである。 

 

２０１９年１０月のシンポジウムの様子 

 

２０２３年３月のシンポジウムの様子 



近世日本の建築生産史については、先行研究により中井家による畿内・近江 6 カ国の大工・
大鋸の支配を中心に工匠組織の解明がなされてきた。これに加えて、入札・請負制度が広がって
いったことが知られる。いっぽうで、設計・積算・材料供給・工匠差配などの造営現場における
情報伝達や建築図と現場史料の関係については不詳であった。内匠寮本「中井家文書」は図面・
帳簿・行政的な文書類などから構成されているが、工匠関連史料としてみた場合、建設の詳細を
記録した帳簿類は史料の性格が特殊であり、それが継承されてきた意義は大きい。すなわち中井
家という特殊な工匠家の史料である点を考慮する必要があるが、継承されてきた意義を鑑みる
と、生産史との関連では、入札・請負において過去の事例を参照することが有効であったとみら
れ、工匠関係史料の保存・継承と建築生産史の密接な関係が窺える。これらを通して、建設現 
場において必要な情報（絵図・帳簿等）の解明という道筋がうかがえる。 
 また近代以降の工匠用語を含む辞典類でも帳簿類は参照されていないため（『日本建築辞彙』
他）、近世以前の工匠用語が明らかではない。帳簿類にはこれらの辞典類には登場しない工匠用
語も多く含まれ、その中には近代以降に失われた技術・技法の記載もあり、近世以前の造営現場
における実態を窺う有効な史料である。 
 東アジアにおける建築生産史研究の可能性としては、工匠史料を通して、各国の史料保存・継
承の意義、現場で必要とされる史料の構成要素の観点から、建築生産体制の違い・工匠の職掌・
技術継承のありかたを比較することで、近世日本の建築生産の特質を窺いたい。この視座は近代
以降の日本の建設体制との関連の解明という展望を備えている。 
 本国際研究集会での議論を通じて、各国の工匠関連史料及び、建築生産史の研究の現状を相互
に理解し、東アジアの建築生産史を工匠関連史料から再構築する糸口を見いだせることを期待
し、国際研究集会を開催した。 
日中韓の三国の研究者による発表と、その後の総合討議を通して、古代東アジアにおける建築
情報と技術の共通点と違いを明らかとした。また同様の視座からの各国での再検討の有効性が
確認された。 
 この近世の建築生産史に関する研究会を通して、本研究が主たる対象とする古代にとどまら
ず、近世まで通史的に捉え、東アジアの建築術の伝播と独自性を俯瞰的に見ることが新たに必要
な研究であることが明らかとなった。 
 
以上のような、４回の国際研究集会を通して、前近代の建築史研究をおこなう上で、東アジア
の視座が不可欠であること、研究対象となる史料が現存建築・発掘遺構・絵画資料・文献史料に
わたり、これらを横断的に扱う重要性が浮かび上がった。また古代日本を研究に開発した研究手
法が日中韓の各国において、有効であることも見込まれ、さらなる研究の展開の礎を築くことが
できた。 
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